
(57)【要約】

【課題】　２重基礎および３重壁を有する結露防止用石

材納骨墓を提供すること。

【解決手段】　主要構成として基層部材と胴部材と前門

石門とでなる通常の納骨墓において、基層部材は、所定

の深さに地固めした地面の上部に設けられた基礎石板と

、外側底石板と、内側底石板とでなる２重基礎で形成さ

れ、胴部材は、外側底石板の外側に設けられた外部柱石

と、内側底石板の内側に設けられた内部柱石と、外部柱

石同士の間に設けられた外部石壁と、内部柱石同士の間

に設けられた内部石壁と、内部柱石を取り囲むように設

けられた中間石壁との３重壁で形成され、屋根部材は、

内部柱石および内部石壁の上部に設けられて安置室の内

部を形成する下部天井と、中間石壁の上部に設けられた

中間天井と、外部柱石および外部石壁の上部に設けられ

た上部天井との３重構造で形成される。

【選択図】　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 層 部 材 、 胴 部 材 、 前 門 石 門 、 お よ び 屋 根 部 材 か ら な る 通 常 の 納 骨 墓 に お い て 、
　 前 記 基 層 部 材 は 、 ２ 重 基 礎 を 形 成 す る た め に 、 所 定 の 深 さ に 地 固 め し た 地 面 の 上 部 に 設
け ら れ た 基 礎 石 板 と 、 前 記 基 礎 石 板 の 上 部 に 所 定 距 離 離 隔 し て 設 置 さ れ た 外 側 底 石 板 お よ
び 内 側 底 石 板 と を 含 み 、
　 前 記 胴 部 材 は 、 ３ 重 壁 を 形 成 す る た め に 、 前 記 外 側 底 石 板 の 外 側 に 設 け ら れ た 外 部 柱 石
と 、 前 記 内 側 底 石 板 の 内 側 に 設 け ら れ た 内 部 柱 石 と 、 前 記 外 部 柱 石 同 士 の 間 に 設 け ら れ た
外 部 石 壁 と 、 前 記 内 部 柱 石 同 士 の 間 に 設 け ら れ た 内 部 石 壁 と 、 前 記 内 部 柱 石 を 取 り 囲 む よ
う に 設 け ら れ た 中 間 石 壁 と を 含 み 、 前 記 外 部 石 壁 と 中 間 石 壁 と の 間 に は 砂 利 な ど を 充 填 す
る こ と で 多 孔 性 を 示 す 多 孔 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 中 間 石 壁 と 内 部 石 壁 と の 間 に は 空 気 が 流 通
す る 空 気 流 通 空 間 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 屋 根 部 材 は 、 ３ 重 構 造 を 形 成 す る た め に 、 前 記 内 部 柱 石 お よ び 内 部 石 壁 の 上 部 に 設
け ら れ て 安 置 室 の 内 部 を 形 成 す る 下 部 天 井 と 、 前 記 中 間 石 壁 の 上 部 に 設 け ら れ た 中 間 天 井
と 、 前 記 外 部 柱 石 お よ び 外 部 石 壁 の 上 部 に 設 け ら れ た 上 部 天 井 と を 含 み 、 前 記 上 部 天 井 と
中 間 天 井 と の 間 に は 多 孔 性 を 示 す 多 孔 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 中 間 天 井 と 下 部 天 井 と の 間 に は
空 気 が 流 通 す る 空 気 流 通 空 間 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 外 部 石 壁 お よ び 中 間 石 壁 の 一 側 に は 外 部 空 気 を 前 記 空 気 流 通 空 間 に 流 入 さ せ る た め
の 複 数 の 第 １ の 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 内 部 石 壁 の 一 側 に は 前 記 空 気 流 通 空 間 に 流 入 し た
空 気 を 安 置 室 の 内 部 に 流 入 さ せ る 複 数 の 第 ２ の 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 内 部 石 壁 お よ び 中
間 石 壁 の 一 側 に は 前 記 納 骨 墓 内 部 の 空 気 を 前 記 多 孔 層 に 流 入 さ せ る た め の 複 数 の 第 ３ の 連
通 孔 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 外 部 天 井 と 中 間 天 井 と の 間 に 形 成 さ れ た 多 孔 層 は 、 前 記 外 部 石 壁 と 中 間 石 壁 と の 間
に 形 成 さ れ た 多 孔 層 に 連 結 さ れ 、 前 記 中 間 天 井 と 下 部 天 井 と の 間 に 形 成 さ れ た 空 気 流 通 空
間 は 、 前 記 中 間 石 壁 と 内 部 石 壁 と の 間 に 形 成 さ れ た 空 気 流 通 空 間 に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴
と す る ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 外 部 柱 石 の 高 さ は 、 前 記 内 部 柱 石 の 高 さ よ り 高 く 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 外 部 柱 石 お よ び 前 記 内 部 柱 石 の 一 側 面 に は 、 前 記 外 部 石 壁 と 内 部 石 壁 と が 挿 入 さ れ
る 挿 入 溝 が 縦 方 向 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁
を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 外 部 石 壁 の 高 さ は 前 記 外 部 柱 石 の 高 さ と 同 じ で 、 前 記 内 部 石 壁 の 高 さ は 前 記 内 部 柱
石 の 高 さ と 同 じ で 、 前 記 中 間 石 壁 の 高 さ は 、 前 記 外 部 石 壁 の 高 さ と 前 記 内 部 石 壁 の 高 さ と
の 間 の 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防
止 用 石 材 納 骨 墓 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 前 門 石 門 は 、 前 記 基 層 部 材 の 上 部 に 置 か れ る 下 敷 部 と 、 前 記 下 敷 部 の 両 側 面 の 外 側
に 位 置 し て い て 前 記 外 部 石 壁 と 同 じ 高 さ を 有 す る 外 部 固 定 部 と 、 前 記 下 敷 部 の 両 側 面 の 内
側 に 位 置 し て い て 前 記 内 部 石 壁 お よ び 中 間 石 壁 と 同 じ 高 さ を 有 す る よ う に 前 記 上 部 に 短 い
段 差 が 形 成 さ れ た 内 部 固 定 部 と 、 前 記 内 部 固 定 部 の 上 部 に 設 置 す る と き 、 中 間 石 壁 お よ び
内 部 固 定 部 の 高 さ と 同 じ に な る よ う に 設 け ら れ た 内 側 上 部 石 門 枠 と 、 前 記 外 部 固 定 部 お よ
び 内 側 上 部 石 門 枠 の 上 部 に は 外 部 石 壁 の 高 さ と 同 じ に な る よ う に 設 け ら れ た 外 側 上 部 石 門
枠 と 、 前 記 内 部 固 定 部 お よ び 内 側 上 部 石 門 枠 内 に 設 け ら れ た 内 部 石 門 と 、 前 記 外 部 固 定 部
と 外 側 上 部 石 門 枠 と の 間 に 設 け ら れ た 内 側 石 門 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 連 通 孔 お よ び 前 記 第 ２ の 連 通 孔 は 石 壁 の 下 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 連 通 孔
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は 前 記 石 壁 の 上 部 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁
を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 。
【 請 求 項 ７ 】
　 多 孔 層 に 流 入 し た 空 気 に 含 ま れ て い る 湿 気 を 吸 収 す る た め に 、 多 孔 層 に 隣 接 し た 前 記 中
間 石 壁 面 お よ び 中 間 天 井 面 に は 生 石 灰 が 塗 布 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ２
重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 基 層 部 材 の 下 部 地 面 は 、 生 石 灰 や 炭 な ど を 用 い て 地 固 め し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 に 係 り 、 よ り 詳 し く は
、 納 骨 墓 の 安 置 室 内 部 と 外 部 と の 間 に 空 気 が 相 互 流 通 す る 空 気 流 通 空 間 お よ び 多 孔 層 を 形
成 す る こ と に よ り 、 外 部 の 空 気 を 安 置 室 内 部 に 流 入 さ せ て 安 置 室 と 外 部 と で 生 じ る 温 度 差
を 防 止 し 、 安 置 室 内 部 の 高 温 多 湿 な 空 気 を 多 孔 層 に 流 入 さ せ 、 多 孔 層 を 介 し て 水 分 を 容 易
に 除 去 で き る よ う に す る 、 ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 納 骨 堂 と は 、 火 葬 後 の 遺 骨 を 納 め て お く 所 を い う 。 し か し 、 納 骨 堂 に は 多 数 の 人 の 遺 骨
が 同 時 に 納 め ら れ る の で 、 先 祖 の 魂 を 独 立 的 に 安 置 し て お く こ と は で き な い と い う 短 所 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 短 所 を 解 決 す る た め に 、 墳 墓 型 の お 墓 の 内 部 に 個 人 ま た は 家 族 単 位 の 遺 骨 を
安 置 す る と い う 納 骨 墓 が 多 く 利 用 さ れ て い る 。 し か し 、 従 来 の 墳 墓 型 納 骨 墓 は 結 露 現 象 に
よ り 遺 骨 が 腐 敗 し て し ま い 、 墓 の 内 部 に お い て ひ ど い 悪 臭 が 発 生 す る と い う 短 所 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 本 出 願 人 は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ２ ０
０ ２ 年 １ １ 月 ２ ０ 日 に 公 開 さ れ た 下 記 文 献 （ 発 明 の 名 称 ： 墳 墓 型 納 骨 墓 の 結 露 防 止 装 置 ）
を 通 じ 、 左 ・ 右 側 壁 １ 、 ２ 、 後 壁 ３ 、 お よ び 上 壁 ４ が 板 状 に 加 工 さ れ て 安 置 室 を 形 成 す る
第 １ の 石 壁 ５ ａ と ； 第 １ の 石 壁 ５ ａ に 所 定 距 離 離 隔 し て 設 置 さ れ 空 気 流 通 空 間 を 形 成 す る
第 ２ の 石 壁 ５ ｂ と ； 第 ２ の 石 壁 ５ ｂ の 外 面 に 設 け ら れ た 石 灰 壁 ５ ｃ と ； 石 灰 壁 ５ ｃ の 外 面
に 設 け ら れ た 砂 利 壁 ５ ｄ と ； 砂 利 壁 ５ ｄ の 外 面 に 設 け ら れ 封 墳 に よ っ て 覆 わ せ る 粘 土 壁 ５
ｅ と ； を 有 し 、 左 ・ 右 側 壁 １ 、 ２ 、 後 壁 ３ 、 お よ び 上 壁 ４ の 第 １ の 石 壁 ５ ａ に は 内 側 連 通
孔 ６ ａ が 形 成 さ れ 、 左 ・ 右 側 壁 １ 、 ２ お よ び 後 壁 ３ の 第 ２ の 石 壁 ５ ｂ 、 石 灰 壁 ５ ｃ 、 砂 利
壁 ５ ｄ 、 お よ び 粘 土 壁 ５ ｅ に は 相 互 連 通 さ れ た 外 側 連 通 孔 ６ ｂ が 形 成 さ れ 、 外 側 連 通 孔 ６
ｂ に は そ の 一 端 部 が 封 墳 の 外 側 に 位 置 す る 連 通 管 ７ の 他 端 部 が 連 通 す る こ と を 特 徴 と す る
、 墳 墓 型 納 骨 墓 の 結 露 防 止 装 置 を 提 示 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 特 許 公 報 第 ２ ０ ０ ２ － １ ９ ６ ８ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 底 を ２ 重 基 礎 に し 、 納 骨 墓 の 安 置 室 内 部 と 外 部 と の 間 に 空 気 が 相 互 流
通 す る 空 気 流 通 空 間 お よ び 多 孔 層 の ３ 重 壁 を 形 成 し 、 内 部 空 気 と 外 部 空 気 と の 温 度 差 に よ
り 生 じ る 結 露 を 防 止 す る こ と が で き る 、 ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納
骨 墓 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 安 置 室 内 部 と 納 骨 墓 の 外 部 と の 間 に 多 孔 層 を 形 成 す る こ と に よ り
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、 納 骨 墓 に お い て 発 生 し た 高 温 多 湿 な 空 気 を 多 孔 層 に 誘 導 し て 結 露 を 完 全 に 除 去 す る 、 ２
重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石
材 納 骨 墓 は 、 基 層 部 材 、 胴 部 材 、 前 門 石 門 、 お よ び 屋 根 部 材 か ら な る 通 常 の 納 骨 墓 に お い
て 、
　 前 記 基 層 部 材 は 、 ２ 重 基 礎 を 形 成 す る た め に 、 所 定 の 深 さ に 地 固 め し た 地 面 の 上 部 に 設
け ら れ た 基 礎 石 板 と 、 前 記 基 礎 石 板 の 上 部 に 所 定 距 離 離 隔 し て 設 置 さ れ た 外 側 底 石 板 お よ
び 内 側 底 石 板 と を 含 み 、
　 前 記 胴 部 材 は 、 ３ 重 壁 を 形 成 す る た め に 、 前 記 外 側 底 石 板 の 外 側 に 設 け ら れ た 外 部 柱 石
と 、 前 記 内 側 底 石 板 の 内 側 に 設 け ら れ た 内 部 柱 石 と 、 前 記 外 部 柱 石 同 士 の 間 に 設 け ら れ た
外 部 石 壁 と 、 前 記 内 部 柱 石 同 士 の 間 に 設 け ら れ た 内 部 石 壁 と 、 前 記 内 部 柱 石 を 取 り 囲 む よ
う に 設 け ら れ た 中 間 石 壁 と を 含 み 、 前 記 外 部 石 壁 と 中 間 石 壁 と の 間 に は 砂 利 な ど を 充 填 す
る こ と で 多 孔 性 を 示 す 多 孔 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 中 間 石 壁 と 内 部 石 壁 と の 間 に は 空 気 が 流 通
す る 空 気 流 通 空 間 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 屋 根 部 材 は 、 ３ 重 構 造 を 形 成 す る た め に 、 前 記 内 部 柱 石 お よ び 内 部 石 壁 の 上 部 に 設
け ら れ て 安 置 室 の 内 部 を 形 成 す る 下 部 天 井 と 、 前 記 中 間 石 壁 の 上 部 に 設 け ら れ た 中 間 天 井
と 、 前 記 外 部 柱 石 お よ び 外 部 石 壁 の 上 部 に 設 け ら れ た 上 部 天 井 と を 含 み 、 前 記 上 部 天 井 と
中 間 天 井 と の 間 に は 多 孔 性 を 示 す 多 孔 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 中 間 天 井 と 内 部 天 井 と の 間 に は
空 気 が 流 通 す る 空 気 流 通 空 間 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 外 部 石 壁 お よ び 中 間 石 壁 の 一 側 に は 外 部 空 気 を 前 記 空 気 流 通 空 間 に 流 入 さ せ る た め
の 複 数 の 第 １ の 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 内 部 石 壁 の 一 側 に は 前 記 空 気 流 通 空 間 に 流 入 し た
空 気 を 安 置 室 内 部 に 流 入 さ せ る 複 数 の 第 ２ の 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 内 部 石 壁 お よ び 中 間
石 壁 の 一 側 に は 前 記 納 骨 墓 内 部 の 空 気 を 前 記 多 孔 層 に 流 入 さ せ る た め の 複 数 の 第 ３ の 連 通
孔 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 外 部 天 井 と 中 間 天 井 と の 間 に 形 成 さ れ た 多 孔 層 は 、 前 記 外 部 石 壁 と 中 間 石 壁 と の 間
に 形 成 さ れ た 多 孔 層 に 連 結 さ れ て お り 、 前 記 中 間 天 井 と 内 部 天 井 と の 間 に 形 成 さ れ た 空 気
流 通 空 間 は 、 前 記 中 間 石 壁 と 内 部 石 壁 と の 間 に 形 成 さ れ た 空 気 流 通 空 間 に 連 結 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 外 部 柱 石 の 高 さ は 、 前 記 内 部 柱 石 の 高 さ よ り 高 く 設 け ら れ た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 外 部 柱 石 お よ び 前 記 内 部 柱 石 の 一 側 面 に は 、 前 記 外 部 石 壁 お よ び 内 部
石 壁 が 挿 入 さ れ る 挿 入 溝 が 縦 方 向 に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 外 部 石 壁 は 前 記 外 部 柱 石 の 高 さ と 同 じ で 、 前 記 内 部 石 壁 は 前 記 内 部 柱
石 の 高 さ と 同 じ で 、 前 記 中 間 石 壁 の 高 さ は 前 記 外 部 石 壁 の 高 さ と 前 記 内 部 石 壁 の 高 さ と の
間 の 値 を と る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 前 門 石 門 は 、 前 記 基 礎 部 材 の 上 部 に 置 か れ る 下 敷 部 と 、 前 記 下 敷 部 の
両 側 面 に 位 置 し 、 前 記 外 部 石 壁 と 同 じ 高 さ を 有 す る 外 部 固 定 部 と 、 前 記 外 部 固 定 部 の 一 側
の 内 面 に 位 置 し 、 前 記 内 部 石 壁 お よ び 中 間 石 壁 と 同 じ 高 さ を 有 す る よ う に 前 記 上 部 に 短 い
段 差 が 形 成 さ れ た 内 部 固 定 部 と 、 前 記 内 部 固 定 部 の 上 部 に 設 置 す る と き 、 中 間 石 壁 お よ び
内 部 固 定 部 の 高 さ と 同 じ に な る よ う に 設 け ら れ た 内 側 上 部 石 門 枠 と 、 前 記 外 部 固 定 部 お よ
び 内 側 上 部 石 門 枠 の 上 部 に は 外 部 石 壁 の 高 さ と 同 じ に な る よ う に 設 け ら れ た 外 側 上 部 石 門
枠 と 、 前 記 内 部 固 定 部 お よ び 内 側 上 部 石 門 枠 内 に 設 け ら れ る 内 側 石 門 と 、 前 記 外 部 固 定 部
お よ び 外 側 上 部 石 門 枠 内 に 設 け ら れ る 内 側 石 門 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 好 ま し く は 、 多 孔 層 に 流 入 し た 空 気 に 含 ま れ て い る 湿 気 を 吸 収 す る た め に 、 多 孔 層 に 隣
接 し た 前 記 中 間 石 壁 面 お よ び 中 間 天 井 面 に は 生 石 灰 が 塗 布 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 で 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓
は 、 基 層 部 材 を ２ 重 に 設 け 、 安 置 室 内 部 と 納 骨 墓 と 外 部 と の 間 に 空 気 が 相 互 流 通 さ れ る よ
う に 、 ２ 重 構 造 の 空 気 流 通 空 間 を 形 成 し 、 安 置 室 の 内 部 と 納 骨 墓 外 部 と で 生 じ る 急 激 な 温
度 差 を 防 止 す る こ と が で き る と い う 效 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 納 骨 墓 内 部 と 外 部 と の 温 度 差 に よ っ て 発 生 す る 恐 れ の あ る 結 露 現 象 を 多 孔 層 に お
い て 吸 収 し て 自 然 に 解 消 さ せ る こ と に よ り 、 か か る 結 露 現 象 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き
る と い う 長 所 も 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 各 実 施 の 形 態 に 基 づ き 、 ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁
を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 基 層 部 分 の 設 置 状 態 図 で あ り 、 図 ４ は 、 本 発
明 の 実 施 の 形 態 に よ る 各 柱 石 の 設 置 状 態 図 、 図 ５ は 、 図 ４ の 各 柱 石 に 装 着 さ れ た 外 部 石 壁
、 中 間 石 壁 、 お よ び 内 部 石 壁 の 設 置 状 態 図 を 示 す 断 面 図 、 図 ６ は 、 図 ５ の Ａ － Ａ ’ 線 断 面
図 、 図 ７ は 、 図 ５ の Ｂ － Ｂ ’ 線 断 面 図 、 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 前 門 石 門 枠 の 設 置
状 態 図 、 図 ９ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 前 門 石 枠 の 縦 断 面 図 、 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 実 施 例
に よ る 屋 根 部 分 の 設 置 状 態 図 、 ま た 図 １ １ は 、 図 １ ０ の Ｃ － Ｃ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の ２ 重 基 礎 お よ び ３ 重 壁 を 有 す る 結 露 防 止 用 石 材 納 骨 墓 は 、 基 層 部 材 と 、 胴 部 材
と 、 前 門 石 門 と 、 胴 部 材 の 上 部 に 置 か れ る 屋 根 部 材 と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 層 部 材 は 、 生 石 灰 や 炭 な ど で 所 定 の 深 さ に 地 固 め し た 地 面 １ ０ と
、 地 面 １ ０ の 上 部 に 設 け ら れ た 基 礎 石 板 １ １ と 、 基 礎 石 板 １ １ の 上 部 に 設 け ら れ 、 そ れ ぞ
れ 所 定 距 離 離 隔 し た 外 側 底 石 板 １ ２ お よ び 内 側 底 石 板 １ ３ と 、 外 側 底 石 板 １ ２ お よ び 内 側
底 石 板 １ ３ が 離 隔 し て 設 置 さ れ な が ら 形 成 さ れ た 空 間 に 砂 利 な ど で 地 固 め さ れ た 多 孔 層 １
４ と で な る ２ 重 基 礎 で 構 成 さ れ る 。 こ の よ う な ２ 重 基 礎 に よ り 、 底 で 発 生 し た 湿 気 が 安 置
室 内 部 に 流 入 す る こ と を 防 止 し 、 安 置 室 に お い て 生 じ る 可 能 性 の あ る 結 露 は 多 孔 層 １ ４ に
流 入 さ れ て 除 去 さ れ る 。 一 方 、 外 側 底 石 板 １ ２ お よ び 内 側 底 石 板 １ ３ の 上 部 に は 、 湿 気 を
速 か に 除 去 で き る よ う に 生 石 灰 を 塗 布 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 安 置 室 を 形 成 す る 内 側
底 石 板 １ ３ の 内 部 は 、 基 礎 石 板 に 繋 が っ て い る 陷 沒 部 １ ５ が 形 成 さ れ て お り 、 陷 沒 部 １ ５
に は 炭 を 充 填 し て か ら 仕 上 げ 石 板 １ ６ を 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 胴 部 材 は 、 外 部 柱 石 ２ ２ 、 内 部 柱 石 ２ １ 、 お よ び 、 外 部
石 壁 ２ ５ と 内 部 石 壁 ２ ３ と 中 間 石 壁 ２ ４ と の ３ 重 壁 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 外 部 柱 石 ２ ２ は 外 側 底 石 板 １ ２ の 上 部 に 複 数 個 設 け ら れ 、 内 部 柱 石 ２ １ は 内 側 底 石 板 １
３ の 外 側 に 一 致 す る よ う に 複 数 個 設 け ら れ る 。 こ の と き 、 外 部 柱 石 ２ ２ の 長 さ は 内 部 柱 石
２ １ の 長 さ よ り 長 く 設 け ら れ 、 外 部 柱 石 ２ ２ は 底 の 多 孔 層 １ ４ に 隣 接 す る よ う に 外 側 底 石
板 １ ２ の 内 側 に 隣 接 す る よ う に 設 け ら れ る 。 ま た 、 納 骨 墓 の 大 き さ に よ っ て 外 部 柱 石 ２ ２
同 士 の 間 に 中 間 柱 石 ２ ８ が 設 け ら れ る 。 一 方 、 外 部 柱 石 ２ ２ お よ び 内 部 柱 石 ２ １ の 側 面 に
は 縦 方 向 に 挿 入 溝 ２ ９ 、 ２ ９ ’ が 形 成 さ れ て お り 、 外 部 柱 石 ２ ２ の 挿 入 溝 ２ ９ に は 納 骨 墓
の 外 壁 を 形 成 す る 外 部 石 壁 ２ ５ が 挿 入 ・ 設 置 さ れ 、 内 部 柱 石 の 挿 入 溝 ２ ９ ’ に は 納 骨 墓 の
安 置 室 ６ ０ を 形 成 す る 内 部 石 壁 ２ ３ が そ れ ぞ れ 挿 入 ・ 設 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 内 部 柱 石 ２ １ の 外 側 に は 内 部 柱 石 ２ １ を 取 り 囲 む 中 間 石 壁 ２ ４ が 設 け ら れ る 。 中
間 石 壁 ２ ４ は 、 外 部 柱 石 ２ ２ の 高 さ と 内 部 柱 石 ２ １ の 高 さ と の 間 に 位 置 す る 高 さ を 有 す る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 こ の よ う に 設 け ら れ た 内 部 石 壁 ２ ３ 、 中 間 石 壁 ２ ４ 、 お
よ び 外 部 石 壁 ２ ５ に よ り 、 内 部 石 壁 ２ ３ と 中 間 石 壁 ２ ４ と の 間 に は 空 気 流 通 空 間 ２ ６ が 形
成 さ れ 、 外 部 石 壁 ２ ５ と 中 間 石 壁 ２ ４ と の 間 の 空 間 に は 砂 利 を 充 填 し て 多 孔 層 ２ ７ を 形 成
す る 。 か か る 多 孔 層 ２ ７ は 底 の 多 孔 層 １ ４ に 延 長 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 外 部 石 壁 ２ ５ お よ び 中 間 石 壁 ２ ４ の 下 部 に は 、 外 部 空 気 が 空 気 流 通 空 間 ２ ６ 内 に
流 入 さ れ る よ う に 第 １ の 連 通 孔 ５ １ が 複 数 個 形 成 さ れ 、 内 部 石 壁 ２ ３ の 下 部 に は 、 空 気 流
通 空 間 ２ ６ に 流 入 し た 空 気 が 安 置 室 に 流 入 さ れ る よ う に 第 ２ の 連 通 孔 ５ ２ が 複 数 個 形 成 さ
れ る 。 ま た 、 内 部 石 壁 ２ ３ お よ び 中 間 石 壁 ２ ４ の 上 部 に は 安 置 室 内 部 の 空 気 を 多 孔 層 ２ ７
に 流 入 さ せ る た め の 複 数 の 第 ３ の 連 通 孔 ５ ３ が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 第 １ の 連 通 孔 ５ １
お よ び 第 ２ の 連 通 孔 ５ ２ を 介 し て 納 骨 墓 外 部 の 新 鮮 な 空 気 が 空 気 流 通 空 間 ２ ６ に 流 入 さ れ
た 後 に 安 置 室 ６ ０ の 内 部 に 供 給 さ れ 、 第 ３ の 連 通 孔 ５ ３ を 介 し て 安 置 室 内 部 の 高 温 多 湿 な
空 気 が 多 孔 層 ２ ７ に 誘 導 さ れ 、 空 気 中 に 含 ま れ て い る 水 分 が 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 外 部 石 壁 ２ ５ に 形 成 さ れ た 第 １ の 連 通 孔 ５ １ の 外 側 に は 、 虫 、 昆 虫 、 各 種 異 物 な
ど が 内 部 に 流 入 す る こ と を 防 止 で き る 網 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ る こ と は 公 知 の 技 術 で あ
り 、 本 発 明 に お い て も こ れ を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 構 造 を 通 じ て 、 納 骨 墓 の 外 部 を 形 成 す る 外 壁 と 、 遺 骨 箱 な ど の 置 か れ る 安 置
室 ６ ０ と が 完 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ９ お よ び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 前 門 石 門 は 、 納 骨 墓 の 正 面 に 位 置 し て お り 、 納 骨 墓 へ
の 外 部 か ら の 出 入 り を 統 制 す る 外 部 石 門 ３ ８ と 、 安 置 室 ６ ０ 内 部 へ の 出 入 り を 統 制 す る 内
部 石 門 ３ ７ と で な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 門 石 門 の 下 敷 部 ３ １ は 、 外 側 底 石 板 １ ２ お よ び 内 側 底 石 板 １ ３ の 上 部 を 同 時 に 支 持 す
る よ う に 置 か れ る 。 下 敷 部 ３ １ の 両 側 面 に は 、 外 部 石 壁 ２ ５ と 同 じ 高 さ の 外 部 固 定 部 が 外
側 に 設 け ら れ 、 内 部 石 壁 ２ ３ お よ び 中 間 石 壁 ２ ４ と 同 じ 高 さ を 有 す る よ う に 短 い 段 差 ３ ６
を 形 成 し た 内 部 固 定 部 ３ ３ が 内 側 に 設 け ら れ る 。 す な わ ち 、 内 部 固 定 部 ３ ３ の 上 部 に お い
て 中 間 石 壁 ２ ４ に 位 置 す る 部 分 は 中 間 石 壁 ２ ４ と 同 じ 高 さ を 有 し 、 内 部 石 壁 ２ ３ に 位 置 す
る 部 分 は 内 部 石 壁 ２ ３ と 同 じ 高 さ を 有 す る 。 一 方 、 外 部 固 定 部 の 上 部 は 、 外 部 石 壁 ２ ５ と
同 じ 高 さ を 有 し 、 内 部 固 定 部 に 隣 接 し た 一 側 の 上 部 が 内 部 石 壁 ２ ３ と 同 じ 高 さ を 有 す る よ
う に 短 い 段 差 ３ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 内 部 固 定 部 の 内 側 に は 内 部 固 定 部 ３ ３ よ り 高 さ の 低 い 側 面 石 門 枠 ３ ４ が 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 一 方 、 側 面 石 門 枠 ３ ４ お よ び 内 部 固 定 部 ３ ３ の 上 部 に は 、 中 間 石 壁 ２ ４ お よ び 内 部 固 定
部 ３ ３ の 高 さ に 一 致 す る 大 き さ を 有 す る 内 側 上 部 石 門 枠 ３ ５ が 設 け ら れ る 。 内 側 上 部 石 門
枠 ３ ５ は 、 側 面 石 門 枠 ３ ４ お よ び 内 部 固 定 部 ３ ３ を し っ か り と 固 定 す る 。 ま た 、 外 部 固 定
部 ３ ２ の 上 部 に 形 成 さ れ た 短 い 段 差 に は 外 側 上 部 石 門 枠 ３ ６ が 設 け ら れ 、 外 側 上 部 石 門 枠
３ ６ の 下 部 の 一 端 に は 短 い 段 差 が 形 成 さ れ 、 内 側 上 部 石 門 枠 ３ ５ の 上 部 に 設 け ら れ て 支 持
可 能 に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う な 構 造 と し て 形 成 し た そ れ ぞ れ の 石 門 枠 の 内 部 に 、 内 部 石 門 ３ ７ と 外 部 石 門 ３
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８ と が 設 け ら れ る こ と に よ り 前 門 石 門 が 完 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ 、 図 １ ０ 、 お よ び 図 １ １ に 示 す よ う に 、 納 骨 墓 の 屋 根 部 材 は 、 下 部 天 井 ４ １ 、 中 間
天 井 ４ ２ 、 お よ び 上 部 天 井 ４ ３ の ３ 重 構 造 で 構 成 さ れ る 。 下 部 天 井 ４ １ は 、 内 部 柱 石 ２ １
、 内 部 石 壁 ２ ３ 、 お よ び 内 部 柱 石 と 同 じ 高 さ を 有 す る よ う に 内 側 上 部 石 門 枠 ３ ５ の 上 部 の
短 い 段 差 に 設 け ら れ て 安 置 室 ６ ０ の 内 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 中 間 天 井 ４ ２ は 、 中 間 石 壁 ２ ４ お よ び 中 間 石 壁 ２ ４ と 同 じ 高 さ を 有 す る 内 側 上 部 石 門 枠
３ ５ の 上 部 に 設 け ら れ 、 下 部 天 井 ４ １ と 共 に 空 気 の 存 在 す る 空 気 流 通 空 間 ２ ６ ’ を 形 成 す
る 。 空 気 流 通 空 間 ２ ６ ’ は 、 側 面 部 に 形 成 さ れ た 空 気 流 通 空 間 ２ ６ に 連 通 さ れ 、 第 １ の 連
通 孔 ５ １ を 介 し て 流 入 さ れ た 空 気 が 上 部 に 流 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 上 部 天 井 ４ ３ は 、 外 部 柱 石 ２ ２ お よ び 外 側 上 部 石 門 枠 ３ ６ の 上 部 に 設 け ら れ 、 中
間 天 井 ４ ２ と 共 に 砂 利 層 ２ ７ ’ を 形 成 す る 。 砂 利 層 ２ ７ ’ は 、 側 面 部 に 形 成 さ れ た 多 孔 層
２ ７ に 連 結 さ れ 、 第 ３ の 連 通 孔 ５ ３ を 介 し て 流 入 さ れ た 安 置 室 ６ ０ 内 の 高 温 多 湿 な 空 気 が
拡 散 す る と き 、 空 気 内 に 含 ま れ て い る 水 分 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 上 部 天 井 ４ ３ の 上 部 を ド ー ム 型 、 瓦 型 、 塔 型 な ど と い っ た 様 々 な 形 態 に す る こ
と に よ っ て 納 骨 墓 の 外 形 を 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 で は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ っ て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 属 す る 技 術 分 野
で 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 設 計 、 変 更
、 材 料 変 更 、 ま た は 外 部 形 象 を 変 形 し た も の も 、 本 発 明 の 範 疇 に 含 ま れ る こ と は 言 う ま で
も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 の 墳 墓 型 納 骨 墓 の 結 露 防 止 装 置 の 設 置 状 態 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 基 層 部 分 の 設 置 状 態 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 基 層 部 分 の 設 置 状 態 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 各 柱 石 の 設 置 状 態 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 各 柱 石 に 装 着 さ れ た 外 部 石 壁 、 中 間 石 壁 、 お よ び 内 部 石 壁 の 設 置 状 態 図 を
示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ａ － Ａ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の Ｂ － Ｂ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 前 門 石 門 枠 の 設 置 状 態 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 前 門 石 門 枠 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 屋 根 部 分 の 設 置 状 態 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｃ － Ｃ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ ０ 　 地 面
１ １ 　 基 礎 石 板
１ ２ 　 外 側 底 石 板
１ ３ 　 内 側 底 石 板
１ ４ 　 多 孔 層
１ ５ 　 陷 沒 部
２ １ 　 内 部 柱 石
２ ２ 　 外 部 柱 石
２ ３ 　 内 部 石 壁
２ ４ 　 中 間 石 壁
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２ ５ 　 外 部 石 壁
２ ６ 、 ２ ６ ’ 　 空 気 流 通 空 間
３ ７ 　 内 部 石 門
３ ８ 　 外 部 石 門
４ １ 　 下 部 天 井
４ ２ 　 中 間 天 井
４ ３ 　 上 部 天 井
５ １ 　 第 １ の 連 通 孔
５ ２ 　 第 ２ の 連 通 孔
５ ３ 　 第 ３ の 連 通 孔
６ ０ 　 安 置 室
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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